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平成28年度　～　令和2年度　（5年間）

（H27当初） （H29末） （R2末）

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H28 H29 H30 H31 R2 策定状況

1-A-1 都市再生 一般 関市 直接 関市中央二期地区都市再生整備計画事業 1,428.1

合計 1,428.1

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 H31 R2 策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度）
種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 H31 R2

合計 0

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 H31 R2

合計 0

番号 備考

社会資本総合整備計画（市街地整備） 令和2年5月10日
計画の名称 関市の顔としてふさわしい、個性と魅力あふれるまちづくり 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象 関市
計画の目標

◇関市の顔としてふさわしい、個性と魅力あふれるまちづくり
目標１：地域固有の産業を活かした中心市街地のにぎわい拠点の形成
目標２：地区の自然資源を活かした健康増進機会の創出
目標４：中心市街地と市外を結ぶ交通ネットワークの強化・充実

　　計画の成果目標（定量的指標）

関市中央地区の観光施設等への来場者数を増加させる。
ウォーキングなど健康づくりがしやすい地区であることの満足度を上げる。

まちづくりにより、関市中央地区内の居住人口の減少を食い止める。

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

刃物ミュージアム回廊内の観光施設（関鍛冶伝承館、フェザーミュージアム、濃州関所茶屋）の年間入場者数(1月～１２月)を算出する。 56,113人 100,000人
－

市民1,000人に対しまちづくりアンケート調査を実施し、「ウォーキングなど健康づくりがしやすいか」に関する設問の５段階評価で、「そ
う思う、まあそう思う」と回答した人数の割合を算出する。

34.8% 37.0%
－

各年度の４月１日現在の住民基本台帳に基づいた計画区域内の居住人口を算出する。 13,969人 13,323人
－

０百万円
効果促進事業費の割合

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
1,428.1百万円 Ａ

1,428.1百万円（う
ち提案事業費5百万

円）
Ｂ 0.4%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

Ａ1　基幹事業

0百万円 Ｃ 0百万円 Ｄ

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）

費用便益比 備考
（事業箇所）

関市
区域A=235ha　道路、公園、高質空間形
成施設、高次都市施設、事業活用調査

関市

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）
費用便益比 備考

（延長・面積等）

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円） 備考

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果



（参考図面）

計画の名称 関市の顔としてふさわしい、個性と魅力あふれるまちづくり

計画の期間 平成28年度～令和2年度　（5年間） 関市交付対象

１－Ａ―１
関市中央二期地区都市再生整備計画事業

刃物会館前駅

関駅

関市役所前駅

関下有知駅


